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学 習 内 容 ・ 学 習 活 動 教 師 の 手 立 て ・ 評 価

１次 １ 「よい対話」をするための学習であ ・学習を通して「よい対話をするための手立

ることを知る。 て」を体験し、それを日常生活での対話に

生かすように意識させる。

２ 効果的なメモの取り方について考え ・自分のメモとワークシート①のメモ例を比

る。 （スピーチ１） べ、効果的なメモについて考えさせる。

３ 的確にメモを取る練習をする。 ・友人と２人組を作り、話を的確に聞くトレ

（スピーチ２ （スピーチ３） ーニングをさせる。）

・話し手がどのように話を展開させているか

をまとめさせる。（メモを取るときのポイント）

・キーワードをとらえるように意識させる。・短い言葉で書く（簡潔性）

・自己評価表①で学習の振り返りをさせる。・順番が分かるように書く 順次性（ ）

【 、 】・速く書く（速記性） 関心・意欲・態度②：観察 ﾜｰｸｼｰﾄ

４ 誤解を招くような表現を見抜く。 ・ワークシート②の例文から、誤解や曲解を

招くような表現を、日常生活の中から意識

させることで、誤解の要因となる表現（誇（誤解を招くような言い回し）

張表現や数字の魔術など）の存在を理解さ・ みんな 「決して 「絶対」「 」 」

せる。・ 残り２台 「４分の近さ」など「 」

５ 相手の主張に対する自分の意見をも ・よい話し手へと意識を高めるために、一つ

。とに、スピーチのための構想メモの作 の主張に納得・反論の姿勢を明確にさせる

成をし、友人とお互いにスピーチを聞 ・説得力のある論理的展開のために双括法・

き合い評価し合う。 三段構成を提示した。

・客観的な評価を自覚させることで、常に相

手を意識させ、それが更なる工夫・改善に

つながることを期待したい。

・自己評価表②で学習の振り返りをさせる。

【 、 】話す・聞く②：観察 ワークシート

２次 ６ 筋道を立てて物事を伝える時のポイ ・ワークシート③で論理的に話すには、順次

ントを理解する。 性を意識して話すことの必要性を把握させ

たい。

・組み立てを考えて説得力のある話をするた（Ｂ子さんの優れている点）

めのポイントをつかませたい。・全体→部分の順で説明している

・数字などを用いて具体的である

７ 「私の願い」という題で、スピーチ ・双括法、ナンバリングが論理的に話すうえ

の構想図を立てる。 で効果的であることを意識させたい。

８ 面接の時の注意点を考え、話し方を ・面接では、独りよがりな話はその場の「目

工夫する。 的」や「方向性」にそぐわないことを理解

させたい。

・面接では聞かれたことの「目的 「意図」（数組の対話をビデオ撮影し、クラ 」

を正確にとらえ、それに応じた自己ＰＲをス全員で感想・意見を出し合った。）

。すると以下のような３つの見方が することが大切であることを意識させたい

・自己ＰＲは抽象的にせず、エピソードを入あることに気づき、多面的に検討す

れると説得力が増すことを理解させる。ることができた。

・友人と２人組で面接の練習をすることによ「面接を受ける側の見方」

って、自分がいかに有益な人物であるかを「面接をする側の見方」

表現を工夫してアピールさせたい。「第３者としての見方」

・自己評価表③で学習の振り返りをさせる。

【 】関心・意欲・態度①：観察､ﾜｰｸｼｰﾄ

【 、 】知識・理解・技能①：相互評価 観察
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３次 ９ 「私の学校改善案」という題でスピ ・自分の主張に説得力を持たせるために、ラ

ーチの構想を立て、説得力のある原稿 ベリング・ナンバリングを用いて、構想を

に仕上げる ワークシート④ 立てさせる。。 （ ）

４人組で「３分間対話タイム」を実 ・実際に相手に話すことで、話の意図が相手10
施し、自分の主張をお互いに紹介・評 に伝わったかを検証させる。

価し合う。 ・相手の立場や考え方を尊重する意識を持つ

ように心がけさせたい。

クラスメイトの評価を参考に主張を ・自分の構想の不備に気づかせ、説得力のあ11
練り直し、再度４人組で「３分間対話 る表現を工夫させる。

タイム」を実施する。

｢私の学校改善案｣の原稿を仕上げる ・自己評価表④で学習の振り返りをさせる。12 。

【話す・聞く①：ﾜｰｸｼｰﾄ、自己評価表】


